
2020.12 月議会 12/3 

議会質問 資料 

11番議員 田中紀子 

p. 1 

 

資料１-Ａ～ 貧困に終止符 

 

Ａ）コロナ禍で突然、生活が困難になった方への支援体制 

 

                  住居確保給付金３か月→延長３か月→再延長３か月 

     あり  家賃が払えない 

                  店舗など事業主の場合、家賃支援給付金 

 住居  

    寝泊まりしている友人宅等を住所にする→ 生活保護申請 

なし 

         無料低額宿泊所を住所にする     → 生活保護申請 

   

 

Ｂ）生活保護申請状況の傾向を調べてみる  

① 生活保護世帯の状況の経年推移  
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資料１-Ａ～ 貧困に終止符 

 

② 生活保護人数と世帯の経年推移  

 
 

③ 扶助別人数の状況（生活扶助・住宅扶助・教育扶助・介助扶助・医療扶助・その他扶助） 

  

Ｃ）福祉資金貸付制度の傾向       

① 緊急小口資金 
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② 総合支援資金（コロナ特例貸付のみ） 

 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ2 年度 

貸付件数   285 件 

貸付額   197,410,000 円 

1 件あたりの平均貸付額   69,667 円 

 

③ 福祉費（転宅費・療養費・葬祭費） 

 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ2 年度 

貸付件数 7 件 7 件 2 件 

貸付額 815,800 円 2,876,000 円 300,000 円 

1 件あたりの平均貸付額 116,542 円 410,857 円 150,000 円 

 

④ 教育支援資金 

 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ2 年度 

貸付件数 23 件 3 件 1 件 

貸付額 24,491,900 円 9,160,000 円 540,000 円 

1 件あたりの平均貸付額 1,064,865 円 3,053,333 円 540,000 円 
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